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春
が
訪
れ
る
と
 

あ
た
ら
し
い
み
ど
り
が
萌
え
て
 

花
は
つ
ぎ
つ
ぎ
と
絢
を
誇
る
 

梅
桃
桜
は
も
う
過
ぎ
た
が
 

山
桜
と
つ
つ
じ
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
 

小
鳥
は
長
い
冬
の
う
っ
ぷ
ん
を
 

一
度
に晴
ら
す
か
の
よ
う
に
さ
え
ず
る
 

ふ
る
さ
と
の
よ
さ
が
目
と
心
に
し
み
る
 

お
山
が
空
に
浮
き
 

水
を
引
い
た
田
ん
ぼ
が
き
ら
き
ら
と
光
る
 

就
職
し
た
息
子
の
こ
と
を
思
う
が
 

そ
れ
も
こ
れ
も
時
代
と
い
う
も
の
 

こ
の
大
地
わ
が
も
の
と
思
い
ば
張
り
も
出
る
 

'
 

』
一
警夢
 

主
邑

I
」三
主
」
看I
三
「
主
昌
「I
三
」
主三
三
主三
一I
ニ
三
主
」
三
多
 

市
で
は
、
県
が
四
十
七
年
二
月
一
日
現
在
で
お
こ
な
っ
た
 
「青
森

県
農
業
基
本
調
査
」
の
結
果
を
も
と
に
こ
の
ほ
ど
昭
和
四
十
七
年
度

の
 
「市
農
業
の
あ
ら
ま
し
」
 
をま
と
め
ま
し
た
。
米
の
過
剰
対
策
の

一
環
と
し
て
異
例
の
米
生
産
調
整
を
実
施
し
て
い
る
さ
な
か
の
調
査

だ
け
に
、
変
貌
を
続
け
る
農
業
情
勢
を
反
映
し
農
家
が
指
向
す
る
姿

が
と
ら
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

市
農
業
の
あ
ら
ま
し
 
”
十
虹
 

（昭和33年9月相日第3種郵便物認可） 

昭
和
四
十
七
年
二
月
一
日
現

在
の
総
農
家
数
は
四
千
四
百
三

十
五
戸
で
、
十
二
年
前
の
昭
和

三
十
五
年
二
月
一
日
現
在
に
比

較
し
て
二
百
三
十
九
戸
減
少
（
 

年
平
均
廃
農
二
〇
戸
弱
）
し
て

い
ま
す
。
 

専
業
農
家
が
七
百
四
戸
（
三

五
年
比
一
、
八
四
六
戸
減
）
と

大
巾
に
後
退
し
た
反
面
、
第
一

種
、
二
種
の
兼
業
農
家
（
三
、
 

七
三
一
戸
で
三
五
年比
一
、
六

〇
七
戸
増
）
が
伸
び
専
業
農
家

と
の
比
率
が
完
全
に
逆
転
し
て

い
ま
す
。
 

農
 

家
 
に
 
も
 

老
 
齢
 

化
 
現
 
象
 

千
四
百
六
十
七
人
（
三
五
年
比

七
、
五
二
〇
人
減
）
で
十
六
歳

か
ら
六
十
歳
以
上
が
十
二
年
間

に
二
千
五
百
六
十
人
減
っ
て
は
 

い
る
が
、
零
歳
か
ら
十
五
歳
ま

で
の
幼
年
層
（
六
、
三
九
九
人
 

）
 
は
こ
の
間
四
千
九
百六十
人

も
減
り
老
齢
化
現
象
が
次
第
に

現
わ
れ
て
い
る
。
ふ
え
続
け
る

兼
業
農
家
で
雇

わ
れ
兼
業
に
従

事
し
て
い
る
人

は
六
千
五
百
六

十
一
人
（
四
一
一

年
比
八
七
一
人

増
）
 
で
、こ
の

う
ち
兼
業
の
常

勤
者
が
千
七
百

四
人
、
季
節
出

か
せ
ぎ
二
千
四

百
十
一
人
、
日

雇
人
夫
千
七
百

六
十
八
人
と
四

十
二
年
に
比
較

し
て
軒
並
み
ふ

え
て
い
る
反
面

自
営
兼
業
は
六
 
 

百
七
十
八
人

（
四二
年
比
一
五

二
人
減
）
と
最
も
少
な
い
。
 

農
家
の
就
業
状
態
調
べ
で
は
 

「農
業
と
兼
業
に
従
事
」
が
五

千
百
四
十
八
人
 
（
三
五一
 
比

二
、
六
三
八
人
増
）
 
で
「
兼
業

に
だ
け
従
事
」
は
千
四
百
二
十

二
人

（
三
五年
比
千
六
人
増
）
 

「農
業
に
だ
け
従
事
」
は
六

千
三
百
八
十
六
人

（
三
五
年比

六
、
〇
二
一
人
減
）
と
「
農
業

に
だ
け
従
事
」
は
十
二
年
前
よ

り
半
減
「
何
も
仕
事
を
し
て
い

な
い
人
」
も
減
っ
て
い
ま
す
。
 

水

田
 
五
ハ

加
 
以
 

上
 
が
 

十
 
戸
 

に

水
田
の
総
面
積
は
四
千
四
百

四
十
七
紛
（
三
五
年
比
三
四
紛
 
 

増
）
で
畑
（
樹
園
地
は
ど
も
に

減
少
し
、
水
田
の
作
付
面
積
は

七
十
ァ
ー
ル
以
下
の
小
規
模
農

家
は
減
少
、
七
十
ー
ァ
ー
ル
か

ら

一
紛
ま
で
が
増
加
、
 一
紛
か

ら
五
紛
ま
で
も
一
時
ざ
ん
減
し

て
い
る
が
五
紛
以
上
の
大
型
農

家
（

一
〇
戸
）
も
あ
り
ま
す
。
 

畑
は
、
三
十
ァ
ー
ル
以
下
が

六
十
三
戸
（
四
二
年
比
二
、
三

六
八
戸
減
）
だ
け
で
、
三
十
ー
 

ア
ー
ル
ー
ー
・
五
紛
ま
で
の
農

家
が
ふ
え
て
い
る
な
か
で
四
十

一
一
年二
月
現
在
な

か
っ
た
一
 

・

五
紛
か
ら
五
紛
の
農
家

（七

五
六
戸
）
が
大
巾
に
伸
び
開
田

後
の
米
生
産
調
整
に
よ
る
転
作

の
影
響
も
生
れ
五
紛
以
上

（
四

戸
）
 
の農
家
も
あ
り
、
こ
れ
は

樹
園
地
も
同
じ
傾
向
で
す
。
 

お
 

馬
 
は
 
四
 

頭
 
だ
 
け
 

家
畜
は
、
乳
用
牛
が
減
っ
て

役
肉
用
牛
が
ふ
え
馬
は
四
頭
だ

け
。
山
羊
、
め
ん
羊
は
な
く
な

り
鶏
が
十
二
年
前
の
三
分
の
ー
 

に
減
り
豚

（
二
、
五
八
九
頭
）
 

が
ふ
え
て
い
ま
す
。
農
畜
産
物

の
販
売
状
況
は
、
五
十
万
円
以

下
が
減
っ
て
「
二
〇
〇
万
円
」
 

ま
で
が
ふ
え
、
三
十
五
年
二
月

ま
で
な
か
っ
た

「
二
〇
〇
万
円
 

ー
五
〇
〇
万
円
以
下
」
が
二
百

十
四
戸
も
あ
り
、
五
百
万
円
以

上
が
二
戸
あ
り
ま
し
た
。
 

①
 
隈
家
の

総
世
帯
員
は
二
万
二
 

苗をとる農家の人の表情にもきびしさが 
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市
窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
課
は
、
市
内
の
 
「
名字
調
べ
」
 を
ま
と
め
ま
し
 

、

（
 

市
内
の
 

た
が
、
 

 
そ
れ
 
に
 
 よ
  る
 

な
 

多彩な民機ど 

肥して この率 

世帯数 
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佐
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（
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）
。一

 

繋

」
 
親
しむ
会
が
発
足
 

「
身
の
ま
わ
り
の
自
然
に
親

し
み
、
健
康
な
心
と
身
体
を
つ

く
り
、
郷
土
の
自
然
を
勉
強
し

よ
う
」
と
こ
の
ほ
ど
「
五
所
川

原
市
民
野
鳥
と
野
草
に
親
し
む

会
」
 
（
木
村啓
会
長
）
が
発
足

し
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
 

こ
の
会
は
「
五
所
川
原
市
民

野
外
植
物
に
親
し
む
会
」
が
発
 

繊
霧
 

プ

展
的
に
解
消
し
、
こ
と
し
二
月
 

4
ま
ち
に
緑
を

4
の
合
い
言
葉

で
た
ち
あ
が
っ
た

「
花
と
緑
と

小
鳥
の
市
民
連
合
」
 
（森
富
夫

会
長
）
 
に
呼応
し
て
誕
生
し
た

も
の
で
す
。
 

会
員
に
な
る
に
は
特
別
な
制

限
は
な
く
、
月
報
代
と
し
て
年

一
一
百
円
の
会
費
を

納
め

る
と

誰
で
も
い
つ
で
も
入
会
で
き
ま
 

，可
す
。
会
で
は
毎
月
野
鳥
と
野
草

に
親
し
む
会
や
、
随
時
ス
ラ
イ
 

一
  

と
「
工
藤
」
姓
が
四
百
ニ
十
五
世
帯
で
最
も
多

く
、

二
位
の

「
木
村」
姓
と
三
位
の
 
「
成
 
国
も
）
 

田
」
姓
で
ベ
ス
ト
ス
リ
ー
を
し
め
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
同

一
姓
が
五
十
世
帯
以
上
の
七
千
六
百
九
十
八
世
帯
を
対
象
に
お
こ
な
っ
た
 

了
可
 

も
の
で
、
十
位
に
 「
葛
西
」
 
（一
七
二
世
帯
）
、

二
十
位
に
 
「藤
田
」
 

主

F
  
（

一
三
一
世
帯
）
、
三
十
位
に

「
外
崎
」
 
（九
四
世
帯
）
、

四
十
位
に

王
又
 

フ
 
「
中

村
」
 
（七
六
世
帯
）
、

五
十
位
に
 
「
其
田
」
 
（
六
四世
帯
）
、
」
ハ
 

E
月
 

H
 
十
位
に
 
「
山内
」
 
（
五
〇世
帯
）
が
そ

れ
ぞ
れ
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

言
 
功
 
・

二
位

の
 
「工
藤
」
は
旧
町
の
二
百
十
七
世
帯
、
松
島
の

七
十

一
世
帯
 

J
人
 

〈
 

栄
の
四
十
四
世
帯
、
長
橋
、
七
和
…
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
が
 
「
中川

レ
 
準
興
 
地
区
」
己
は
 
「
五十
世
帯
以
上
」
は

あ
り
ま
せ
ん
。
 

ノ
 

包
J
 
 
一
一
位

の
「
木
村
」
は
、
旧
町
の
二
百
一
世
帯
、
松
島
の

七
十
一
世
帯
 

s
・
 
か
才
 
栄の
六
十
八
世
帯
、
三
好
、
毘
沙
門
…
の
順
で
、
三
位
の
 
「
成
田
」
は
 

，』
‘
 
」
 
旧

町
、
栄
、
長
橋
、
松
島
、

梅
沢
の
順
で
す
。
六
十
位
ま
で
ラ
ソ
ク
付
 

」
泰
 
フ
 
け

さ
れ
た
「
名
字
」
を
地
区
別
に
み
ま
す
と
旧
町
で
多
彩
な
の
は
当
然

月
 

4昨
 

と
し
て
栄
と
松
島
、
飯
詰
地
区
が
全
般
的
に
 
「名
字
」
 
の種
類
が
豊
富
 

」
ー
］
 

で
、
そ
の
人
口
動
態
に
比
例
し
て
ク
家

4
の
移
動
が
激

し
か
っ
た
こ
と
 

ー
 
ー
 

を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
 

ー

引
ー

】
 
市

で
は
、
昭
 

?
4
 一
和
四
十
八
年
度
 

J
に
 
ー
 か
ら
、
父
ま
た

紡
 
ど

は
母
の
い
な
い

ョ
J
』
引
遺
児
た
ち
を
励
 

央
競
醗
就
罷
雛
 

見
 
D
 

向
上
を
は
か
る

貴
 
、
立
 
た
め
に
、

祝
金
 

》
 兄
 
弔
慰
金
な
ど

を

一L
」
ー
 
支
給
す

る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
該
当
す
る
方

は
市
福
祉
事
務
所
の
窓
ロ
ま
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
 

片
親
が
行
方
不
明
の
子
も

市
内
に
住
ん
で
い
る
人
で
 
（
 

日
本
国
民
で
あ
る
こ
と
）
父
、
 

ま
た
は
、
母
が
つ
ぎ
の
事
項
に

該
当
す
る
遺
児
を
現
に
養
育
し

て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す

①
父
、
ま
た
は
母
が
死
亡
し

た
者
②
父
、
ま
た
は
母
の
生
死

が
ひ
き
続
き
、
三
カ
月
以
上
明

ら
か
で
な
い
者
⑧
父
、
ま
た
は

母
が
ひ
き
続
き

一
年
以
上
、
行

方
不
明
と
な
っ
て
い
る
者
④
父

ま
た
は
母
に
ひ
き
続
き
一
年
以

上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
者
⑤
母
が

婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た

者
 
な
ど
、
ほ
か
に
三
つ
の
要

件
が
あ
り
ま
す
。
 

卒
業
の
お
祝
に
七
千
円
 

〇
入
学
祝
金
は
、
遺
児
が
小

学
校
と
中
学
校
へ
入
学
す
る
と

き
、
ひ
と
り
五
千
円
 

〇
卒
業
祝
金
は
、
遺
児
が
中

学
校
を
卒
業
す
る
と
き
r
ひ
と

り
七
千
円
 

〇
弔
慰
金
は
、
父
、
ま
た
は

母
の
死
亡
に
よ
り
、
児
童
が
遺

児
と
な
っ
た
と
き
、
 一
世
帯
に

つ
き
一
万
円
、
を
支
給
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

申
請
は
五
月
末
日
ま
で
 

以
上
の
な
か
で
、
昭
和
四
十

八
年
度
（
さ
る
四
月
）
に
小
学

校
、
お
ょ
び
中
学
校
に
入
学
さ

れ
た
遺
児
は
、
五
月
末
日
ま
で

市
福
祉
事
務
所
へ
お
申
し
出
く

だ
さ

い
。
卒
業
祝

金
に

つ
い

て
は
、
昭
和
四
十
九
年
三
月
か

ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
な
お
詳
し

く
は
市
福
祉
事
務
所
ま
で
お
間

い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

ド
を
見
る
会
を
開
き
、
は
が
き

に
よ
る
月
報
を
発
行
し
ま
す
。
 

発
足
し
て
ま
も
な
い
会
で
は

五
月
四
日
早
朝
、
さ
っ
そ
く
会

員
が
つ
く
っ
た
小
鳥
の
巣
箱
を

持
ち
よ
り
、
田
町
通
り
西
側
に

あ
る
ポ
プ
ラ
の
防
風
林
に
取
り

付
け
活
動
を
始
め
た
ほ
か
五
月
 

十
日
の
 「
パ
ー
ド
デ
ー
」
 
には

八
幡
宮
境
内
で
「
野
鳥
に
親
し

む
会
」
 
（
探鳥
会
）
を
開
き
ま

し
た
。
 

ま
た
五
月
二
十
四
日
（
木
）
 

午
後
五
時
か
ら
乾
橋
下
の
岩
木

川
原
で
「
野
草
に
親
し
む
会
」
 

（
探草
会
）
を
開

い
て
身

近

に
あ
る
野
草
を
観
察
し
ま
す
。
 

野
鳥
、
野
草
に

親
し
む
会
に

は
会
員
、
会
員
外
を
と
わ
ず
誰

で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。
 

な

お
会
の
事
務
局
は
市
内
苗

町
、
下
山
と
う
ふ
店
（
電
話
④

二
〇

一
二
番
）
 
に
あり
ま
す
。
 

巣箱を取り付ける会員たち 



水害状況を受信するクラプ員 

醸
）m一
 

花
を
咲
か
せ
、
五
所
川
原
市
内

の
あ
ち
こ
ち
の
庭
で
植
え
ら
れ

て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
 

昔
、
中
国
に
悪
い
疫
病
が
蔓

延
し
た
こ
と
が
あ
ユ
ど
し
た
。
 

こ
の
時
あ
る
薄
倖
な
若
い
医
者

が
、
な
ん
と
か
し
て
こ
の
疫
病

を
防
ぎ
止
め
た
い
も
の
だ
と
、
 

一
生
け
ん
命
に
考
え
て
い
ま
し
 

た
ら
、
あ
る
晩
彼
は

一
条
の
夢

を
見
ま
し
た
。
 「
東
野
（と
う

や
）
に
咲
く
黄
い
ろ
い
花
を
煮

よ
」
と
い
う
暗
示
的
な
夢
で
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
勇
気
を
得

て
、
若
い
医
者
が
東
野
の
黄
い
 

キ
ン
セ
ン
力
 

（
キ
ク

科

）
 

ろ
い
花

を
煎
じ

て
病
人

に
用

い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
病
に
苦
し

ん
で
い
た
人
々
は
め
き
め
き
快

方
に
向
う
の
で
あ
り
ま
し
た
。
 

そ
の
功
に
よ
り
、
若
い
医
者
は
 

侍
医
の
位
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
医
者
が
夢
に
見

た
東
野
の
黄
花
と
い
う
の
は
、
 

金
蓋
花
（
キ
ソ
セ
ン
カ
）
 
の
こ

と
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
キ
ン

セ
ン
カ
の
正
確
な
名
は
「
ト
ウ

キ
ン
セ
ン
カ
 
（
唐ー
）
」
 で
あ

り
ま
す
。
 

お
 
し
 
ら
 
せ
 

な
お
「
心
の
花
だ
よ
り
」
は

今
回
を
も
っ
て
終
り
次
回
か
ら
 

「
花
と
緑
と
小
鳥
の
ひ
ろ
ば
」
 

と
題
し
て
身
近
な
花
と
緑
と
小

鳥
を
紹
介
し
ま
す
。
 

舞
鷺
艦競
競
 

夏
に
赤
味
を
お
び
た
金
色
の
 

‘・・
ソ
ら
‘

《・
争山
一
 

程
教
学
科
）
 
に合
格
し
ま
し
た
 

.
 

、
 

命
 

驚
鷲
 

叫叱：I与匡“ 

昨
年
夏
、
県
下
を
襲
っ
た
「
 

四
七
年
七
月
豪
雨
」
で
、
愛
用

の
無
線
機
を
使
っ
て
市
の
対
策

本
部
に
被
害
状
況
を
刻
々
伝
え

た
日
本
ァ
マ
チ
ュ
ァ
無
線
連
盟

五
所
川
原
ク
ラ
プ
 （伊
藤
博
会

長
）
 
は
四月
二
十
一
日
、
 「
適

切
な
非
常
通
信
を
お
こ
な
っ
た
 

」
と
し
て
東
北
地
方
非
常
無
線

通
信
協
議
会

（
久
保勅
著
会
長
 

）
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

四
十
七
年
七
月
七
日
か
ら
八

日
に
か
け
県
下
を
襲
っ
た
集
中

豪
雨
は
、
全
市
域
の
水
田
二
百
 
 

七
十
五
紛
が
冠
水
す
る
被
害
に

見
舞
わ
れ
た
が
、
市
が
九
日
早

朝
設
け
た
対
策
本
部
の
要
請
で

会
長
の
伊
藤
さ
ん
ら
五
人
が
さ

っ
そ
く
か
け
つ
け
て
く
れ
ま
し

た
。
 

五
人
は
、
市
庁
舎
四
階
に
無

線
基
地
を
開
局
す
る
一
方
、
市

の
被
害
調
査
班
に
同
行
し
、
車

の
電
源
を
利
用
し
た
送
信
機
で

行
く
先
々
か
ら
被
害
状
況
を
速

報
し
、
市
の
被
害
状
況
の
掌
握

に

一
役
か
っ
て
大
活
躍
し
ま
し

た
。
 

】
ー農
業
か
ら

他
産

J
 

一
 業
へ

転
職
訓
練

ー
一
 

▽
職
種
 
縫
製
（
メ
リ
ヤ
ス
 

）
科
 

▽
訓
練
場
所
 
市
内
幾
代
森

福
祉
会
館
 

▽
訓
練
期
間
 
六
月
ー
八
月

ま
で
の
三
カ
月
間
 

▽
定
員
 
十
人
 

な
お
、
訓
練
の
手
統
き
、
訓

練
中
の
特
典
な
ど
詳
し
く
は
市

商
江
観
光
課
、
五
所
川
原
公
共

職
業
安
定
所
、
木
造
専
修
職
業

訓
練
校
に
お
間
、
い
あ
わ・
せく
だ

さ
い
 
、
A
 

自
衛
隊

一
家
か
ら
弘
大
に
合
格
 

りんご「黒星病」 

防除のポィントは 

開花中散布 

＞開花直前から落花20日後までトップジンM水和剤 

1,500倍を10日ごとに必ず 4回散布すること 

ントップジンM水和剤の2 回目の散布は国光の開花

中となるが、この時期が黒星病胞子の飛散の最盛期な

ので必ず散布すること 

レトップジソM水和剤L500倍は、開花中に散布し 

ても花粉を殺さないのでカラマツの心配はありません。 

またサビのおそれもない。 

＞黒星病は 5月20日頃から葉や果実に見え始めるの

で、発生に注意しみつけしだい摘みとつて焼くこと 

>黒星病を発見したら農林事務所、普及所、病害虫

防除所、市町村、農協、りんご協会にすぐ連絡してく

ださし、 

＞黒星病に要する農薬費の 1 部を助成することにな

つていますので、くわしいことは北農林事務所、市農

林課にお問いあわせください。 

市
内
藻
川
で
農
業
を
営
む
川

浪
三
郎
兵
衛
さ
ん
（
五
四
）
 で

は
、
息
子
の
三
兄
弟
が
自
衛
隊

に
勤
め
る
ク
自
衛
隊

一
家
4
で

す
が
、
こ
の
春
三
男
の
幸
男
さ

ん
（
二
O
）
は
、
弘
高
通
信
制

か
ら
み
ご
と
弘
前
大
学
に
合
格

し
「
自
衛
隊
時
代
の
努
力
が
実

っ
た
」
と
両
親
と
も
大
喜
び
で

す
。
 

幸
男
さ
ん
は
陸
上
自
衛
隊
少
 

③
 
年
術
科
学
校

（武
山
）
を
卒
業

す
る
と
、
弘
前
市
で
下
宿
し
な

が
ら
弘
高
通
信
制
に
入
り
、
 一

年
間
の
努
力
が
実
っ
て
弘
大
教

育
学
部
（
中
学
校
教
員
養
成
課
 



は
申
請
に
も
と
づ
い
て
、
県
と

市
で
そ
れ
ぞ
れ
補
助
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護

受
給
世
帯
の
場
合
 
県
が
百
分

の
七
〇
、
市
が
百
分
の
三
〇

②
市
民
税
の
非
課
税
世
帯
の

場
合
 
県
が
百
分
の
五
〇
、
市

が
百
分
の
ニ
五
 

⑧
市
民
税
の
所
得
割
を
課
せ

ら
れ
て
い
な
い
均
等
割
の
世
帯

の
場
合
 
県
が
百
分
の
三
〇
、
 

市
が
百
分
の
二
〇
 

加
入
申
し
込
み
な
ど
く
わ
し

い
こ
と
は
、
市
福
祉
事
務
所
に

お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

三
十
五
歳
か

ら
四
十
四
歳
ま

で
の
人
‘
月
額

千
三
百
円
 

四
十
五
歳
以

上
の
人
 
月
額

千
五
百
円
 

つ
ぎ
の
場
合
 

鷺
 

テ
ー
マ
、
ス
 

▽
応
募
資
格
 
県
在
住
者
と

県
外
の
県
出
身
者
で
あ
れ
ば
だ

れ
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
 

▽
応
募
方
法
 
応
募
作
品
は

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
 

官
製
は
が
き
を
使
膚
し
、
か

い
書
で
住
所
と
出
身
地
（
県
外

居
住
の
方
）
氏
名
、
年
齢
、
職
 

1
婦
人
病
検
診
三

ー
 

r
十
一
日

締
切
十
 

検
診
車
に
よ
る
「
婦
人
病
検

診
」
は
、
弘
前
大
学
の
協
力
で

次
の
要
領
で
お
こ
な
い
ま
す
。
 

検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
 

五
月
三
十
一
日
ま
で
市
健
康
年

金
課
ま
た
は
各
支
所
、
市
農
協

七
和
農
協
指
導
部
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
 

▽
日
時
 
六
月
ニ
十
日
 
正

午
か
ら
午
後
二
時
ま
で
受
け
付

け
し
ま
す
 

▽
対
象
者
 
市
内
に
住
む
満

三
十
五
歳
以
上
の
婦
人
の
方

▽
検
診
場
所
 

市
中
央
公
民
館
前
 

▽
料
金
 
八
百
円
の
う
ち
個

人
負
担
四
百
円
 

▽
申
込
方
法
 
住
所
、
氏
名

中
年
齢
、
世
帯
主
の
氏
名
を
明
記

す
る
こ
と
。
 

一
 
身障
者
扶
養
共
済

J
 

．ー
制
度

に
加
入

を

L
 

こ
の
制
度
は
、
将
来
自
立
す

る
こ
と
が
困
難
な
心
身
障
害
者

を
扶
養
し
て
い
る
配
偶
者
、
父

母
、
兄
弟
、
姉
妹
な
ど
が
、
万

一
の
場
合

（
死
亡
、
不
具
廃
失

等
の
場
合
）
に
、
残
さ
れ
大
心

身
障
害
者

（児
）
に
年
金
月
額

二
万
円
を
支
給
し
生
活
の
安
定

と
福
祉
の
向
上
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
県
条
例
に
よ
る

制
度
で
す
。
 

市
で
は
、
昭
和
四
十
八
年
度

か
ら
保
護
者
の
う
ち
低
所
得
者

で
加
入
さ
れ
た
場
合
は
、
つ
ぎ

の
と
お
り
掛
金
の

一
部
を
助
成

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

該
当
さ
れ
る
方
は
ひ
と
り
で
も

多
く
加
入
さ
れ
る
よ
う
お
す
す

め
し
ま
す
。
 

掛
金
は
つ
ぎ

の
と

お
り

で

す
。
 

三
十
四
歳
ま
で
の
人
 
月
額

千
円
 

ー
ー
ブ
ラ
ス
チ
ツ
ク

J
 

一ー
回
収
に
協
力

を

L
 

ヤ
ク
ル
ト
の
カ
ラ
容
器

ゴ
ミ
と
し
て
排
出
さ
れ
る
プ

ラ
ス
チ

ッ
ク
廃
棄
物
の
処
理
が

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
プ

ラ
ス
チ
 ッ
ク
容
器
の
回
収
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
．「
ヤ
ク
ル

ト
」
で
は
消
費
者
家
庭
に
回
収

に
協
力
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
 

プ
ラ
ス
チ
 
ック
容
器
の
処
理

体
制
は
十
分
に
整
っ
て
い
る
が

回
収
率
を
高
め
る
に
は
、
飲
み

終
っ
た
カ
ラ
容
器
は
必
ず
表
の

受
箱
に
出
し
て
置
き
、
配
達
員

が
回
収
し
や
す
い
よ
う
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

1
江
渡
さ
ん
ら

が

J
 

「r
図

書
を

寄

贈

L
 

市
内
旭
町
の
江
渡
哲
哉
さ
ん
 

は
四
月
二
十
五
日
、
七
十
七
歳
 

の
喜
寿
を
記
念
し
て
市
に
茶
道
 

ロ
ー
ガ
ン
を
募
集
 

業
、
勤
務
先
ま
た
は
学
校
名
、
 

性
別
を
記
入
し

一
枚
に
テ
ー
マ

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
い
ず
れ
か
一
点

を
縦
書
き
と
し
、
応
募
枚
数
に

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

▽
応
募
の
締
切
 
昭
和
四
十

八
年
五
月
三
十
一
日
 
（当
日
消

印
有
効
）
 

④
 

 

おしらせ 

 

に
関
係
し
た
書
籍
八
十
冊
と
本

箱
の
目
録
を
贈
り
ま
し
た
。
 

市
で
は
市
立
図
書
館
に
 「茶

道
文
庫
」
を
設
け

一
般
に
開
放

し
ま
す
。
 

ま
た
、
五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
プ
 （竹
内
愛
真
会
長
）
 

は
五
月
一
日
、
市
立
「
老
人
憩

の
家
」
に
お
と
し
よ
り
向
け
の

図
書
四
十
二
冊
を
贈
り
ま
し
た
 

1
飯
詰
地

区
で
 
「地

ー
一

一ー
籍
調
査
」
を
実
施
ー
一
 

地
籍
調
査
と
は
、
正
し
い
測

量
に
よ
っ
て
新
し
く
地
図
と
帳

簿
を
作
り
、
皆
さ
ん
の
土
地
の

正
し
い
位
置
、
境
界
、
地
番
、
 

地
目
、
面
積
を
明
ら
か
に
す
る

調
査
で
す
。
 

こ
れ
が
で
き
ま
す
と
、
土
地

改
良
事
業
を
は
じ
め
、
土
地
に

関
す
る
施
策
の
基
礎
資
料
と
し

て
利
用
で
き
ま
す
の
で
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

調
査
面
積
 
宅
地
 
八
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
 
農
地
 
七

一
五
へ

ク
タ
ー
ル
 

▽
作
品
の
送
先
 
青
森
市
長

島
一
丁
目
一
ー
一

（郵
便
番
号

〇
「
う
）
青
森
県
庁
内
、
第
三

十
二
回
国
民
体
育
大
会
青
森
県

準
備
委
員
会
事
務
局
あ
て
 

▽
ほ
う
賞
 
テ
l
マ
、
ス
ロ
 

ー
ガ
ン
と
も
そ
れ
ぞ
れ
入
選
一

点
五
万
円
、
佳
作
一
点
五
千
円

五
点
以
内
、
同
一
作
品
が
あ
っ

た
場
合
抽
選
に
よ
っ
て
決
定
し

ま
す
。
 

 

'
I
 

  

    

 

市 の施設見学会 
＞とき 6 月13日（水）午前 9 時30分から午後 3 時 

30分終了の予定。 

レ申込方法 6 月 6 日（水）までにはがきに住所、 

氏名、年齢、職業を書いて市情報課にお申し込みくだ

さい。 

レ見学コース 市庁舎前（集合）～駅東部開発事業 

～松島団地～学校給食センター～飯詰ダム～新宮団地 

～衛生処理センター～市庁舎の順です。 

＞お昼 昼食は各自ご持参願います。 

なお施設見学会は 6月から10月まで毎月一回（第 2 
水曜日） を予定しております。 

 

 

交通事故死者3割減を達成しよう 
飲酒運転追放運動中です 

飲酒運転は死亡事故の原因になります 

飲酒の交i，声故は加害者も被害者 J も家庭を破 

壊します 
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